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海藻類製品（加工）
表示ミスの発生原因

段階
ページ

企画 包材調達 原材料調達 加工 包装・箱詰め

１．基準の誤認・認識不足
①誤認による一部項目の表示漏れ ● 33
②認識不足による誤表示 ● 34

２．誤ったデータの使用による誤表示
①確認不足による誤表示 ● ● 35



工 程 表 示 ミ ス 事 例 ミ ス の 要 点 改 善 例 日常管理のポイント

【海藻類製品（加工）】１．基準の誤認・認識不足
①誤認による一部項目の表示漏れ

加工食品に対する理解不
足による、内容量の表示
漏れ •従業員に対し、食品表示制

度に関する研修を実施

•食品表示マニュアルに従った
相互確認体制を構築

•生鮮食品か加工食品かの
区別、および加工食品の表
示について十分に理解して
いなかった

•チェック体制が不十分であっ
た

原材料調達

加工

企画

出荷

包装・箱詰め

包材調達

制度理解不足
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•従業員のスキルアップをは
かりましょう。

•食品表示作成の時に食品
表示基準を確認する体制
を作りましょう。

体制不備

表示ラベル作成担当者が「こんぶ加
工品や干わかめ」について、加工食
品であるという認識がなく、内容量
表示が必要であると理解していな
かったため表示の欠落が発生した。



工 程 表 示 ミ ス 事 例 ミ ス の 要 点 改 善 例 日常管理のポイント

【海藻類製品（加工）】１．基準の誤認・認識不足
②認識不足による誤表示

塩蔵わかめの「使用方法」
を表示せずに販売

•食品表示制度の啓発及び遵
守を徹底

•商品規格書に一括表示画像
を添付し、それに基づき製品を
生産する体制を構築

•個別的表示事項に関して理
解していなかった

•チェック体制が不十分であっ
た

原材料調達

加工

出荷

包装・箱詰め

包材調達

制度理解不足

コラム：塩蔵わかめの個別的表示事項

 塩蔵わかめを販売する場合は、下記の個別的表示事項に注意して、表示を作成しましょう。

企画 体制不備
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•表示作成の時に食品表示
基準を確認する体制を作
りましょう。

•会社全体として、食品表示
に関する知識向上を心が
けましょう。

表示事項 表示の方法

食塩含有率
(40％を超える場合)

 実含有率を下回らない10の整数倍の数値（％）で表示
（例）50％

使用方法  「塩抜きして使用すること」等と表示

名称の用語
(商品名に不使用の場合)

 塩蔵わかめは「塩蔵わかめ」と表示
 湯通し塩蔵わかめは「湯通し塩蔵わかめ」と表示

水産物加工会社において、社内全
体として「塩蔵わかめ」の個別的表
示事項を理解しておらず、塩蔵わ
かめに「使用方法」を表示せずに販
売を行った。

→食品表示基準（別表第19）に
基づき、「塩抜きして使用するこ
と」等の表示をすべきだった。



工 程 表 示 ミ ス 事 例 ミ ス の 要 点 改 善 例 日常管理のポイント

【海藻類製品（加工）】２．誤ったデータの使用による誤表示
①確認不足による誤表示

使用原材料の計画からの
変更による、原料原産地
名表示の誤り

•従業員のスキルアップをは
かりましょう。

•表示作成の時に食品表示
基準を確認する体制を作
りましょう。

・従業員に対し、食品表示制度
に関する研修を実施

・原材料変更の際に発生する表
示の作成、点検に関する規程
を作成し遵守を徹底原材料調達

加工

出荷

包装・箱詰め

包材調達

企画 体制不備
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ヒューマンエラー

名称 乾ひじき
原材料名 ひじき（九州産、愛媛県産）
・・・ ・・・

名称 乾ひじき
原材料名 ひじき（九州産）
・・・ ・・・

名称 乾ひじき
原材料名 ひじき（国内産）
・・・ ・・・

変更が必要 変更の必要なし

使用原材料と包材
表示の整合OK！

•食品表示基準に関して認識
が不足していた

•原材料変更の際に発生する
表示の作成、点検に関する
規程がなかった

「乾ひじき」について、商品開発担当
者が大分県、鹿児島県、愛媛県産
ひじきを使用することを計画し、原料
原産地表示を「ひじき（九州産、
愛媛県産）」とする包材を作成した。

その後、愛媛県産のひじきの品質
が安定しなかったため、使用を中止
したが包材の表示変更を失念し、
原料原産地名の不適切表示が発
生した。

【大分県と鹿児島県のひじきを使用した場合の表示】
（愛媛県産は計画のみ）




